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戦時期a本における f体力向上jの祭典
一一紀元二子大草年・東議競技大会を中心として

紀元二千六百年、幻の東京オリンピック、レクリエーションのカ学

Ij、海考人(東京大学大学院)

東京オリンピックがアジア初の大会として 1964年に開催されたことは、戦後日本の高

度成長期を照らし出す明るい星座のように、多くの人々に記犠されている。それがかつて

開催決定後に戦争で消滅した 1940年の「幻の東京オリンピックj 以来、ょうやく実現し

た夢であったことを知る人も少なくない。だがそれにかわり同じ西暦 1940年に、アジア

の五輪ともいうべき国際スポーツ競技大会が沼本で開催された事実はそれほど知られてい

ない。紀元二千六百年の奉祝イベントとして開催された、東主主競技大会がそれである。

本報告では、日中戦争下で開催されたこの東亜競技大会に焦点を当てる。戦時期日本の

スポーツや娯楽など文化的側面iをめぐっては、従来「暗い谷間Jの時代として、軍国主義

体制による弾圧やファシズム体制下での統制といった局面が取り上げられてきた。それは

戦後、「明るい民主的j国家への転換を歩み出した日本社会において、戦時期の思想統制や

消費と祝祭の抑制など文化の「抑圧」こそは、自由と主体性を侵害するファシズム期の悪

しき象徴として、克服されるべき対象と見なされたことにも深く関わっている。つまり戦

争批判と反省の視線が、反復されてはならない「暗い谷間Jを問題化してきたのだが、近

年、戦時期におけるむしろ文化創造の営みや、国家権力による一方的統制ではない下から

の能動的参加も含めた複合的諸側街についても捉え直しが始まっている。いわば単なるf掠

庄jのみならず、それを巻き込む異なる形での様々な繭動もまた隣題となり始めたのであ

る。近代日本は明治国家の当初から国家装置として祭典を創出してきたが、戦時期におい

てもスポーツや祭りが一様に縛圧されたのではなく、本報告が検討する東亜競技大会もま

さに fスポーツの祭典j として開催されたのである。より探い批判的視練を堅持するため

にも、戦時期における諸カの絡まりあう複雑な実態を丁寧に追跡していかなければならな

い。この時期には明治神宮大会など重要なスポーツ・イベント数多く見られるが、本報告は

これまで研究主題として看過されてきた東亜競技大会を中心に焦点在当て、この出来事の

具体的な内実とその出現を促した力学について照明を当てるものである。

東亜競技大会は、日中戦争の長期化により二年前に東京オリンピックが返上され、かわ

りのヘルシンキ大会もまたヨーロッパでの第二次世界大戦の勃発により二ヶ月前の 4~ に

放棄が正式宣言されたばかりの戦渦の国際情勢下で、東京大会が 1940年 6~ 5日'""'913 

の五箆関にわたり、関西大会は6月訪日~訪日の問日開に開催された。大会の主催者は

紀元二千六百年奉祝会・東京市・大日本体育協会による共催のもとで、東京大会は、明治

神宮外苑の競技場・棺撲場・野球場を中心iこ、日比谷公爵コートや日本青年舘、大宮競輪

場などの会場で行われ、これに対して関西大会は、奈良県の橿原神宮競技場をはじめ、兵

庫県の甲子顕野球場、大阪府の花嵐競技場・天王寺公園・真田山プールなど拡散した範囲

で開催された。開催磁のお本から 326名の参加を筆頭に、外国からは満州爵 199名、中華

民留(涯兆銘政権)65名、フィリピン 71名、ハワイ 17名のほか、在留外国人 54名を含

めた 406名、合わせて 732名の青年たちによって、それは国際競技大会という形のもとで
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繰り広げられたスポーツの祭典である。

この国際スポーツ競技大会がなぜ開催されたのかという問題について、大日本体育協会

の報告書も含め、これまで一般に< (幻の東京)オリンピックの代容としての紀元二千六

百年泰祝事業>として漂解されてきた。それは確かにそのとおりだとしても、しかしそれ

を再考に付すと次のような間いが浮上してくる。まずオリンピックの代務という点につい

て、なぜ返上した企離を代務する必要性があったのだろうか。つまり東京泳リンピックの

返上には理由があり、それが日中戦争iこ起思しているとすれば、 1938年の返上時点よりも

なお戦渦の泥詔化した 1940年に、なぜわざわざ国際スポーツ競技大会を開催する必要が

あったのだろうか。また国際大会とはいえなぜアジアに偏向しているのか。紀元二千六百

年の準祝という点でも、なぜ政府主催の祝典事業(建国祭・銃後奉公祈饗大会など)だけ

ではとどまらず、それとは別に調際スポーツ競技大会を行う必要があったのだろうか。

このような間いのもとに、 193心年の東京オリンピック招致構想、を発端として特に 1938

年 7JI 15日の東京オリンピックの返上決定というポイントに注目して追跡していくと、
次のような構図が浮かび上がってくる。すなわち、手伝都復興の次なる課題として一都市(東

京市)の構想から出発したオリンピック招致構想が、紀元二千六百年の奉祝というナショ

ナリズムの論理を付加され実現化することで 1938年 7月の東京オリンピック返上決定

後にはオリンピック返上や万博の延期にもかかわらず、紀元二千六百年の奉祝という論理

自体はその普遍性により消滅することなく、今度はむしろ顔勝 1940年が近づくにつれ箪

国主義体制とナショナリズムの深まりとともに、持らかの祭典・イベントを行う契機や前提

となっていくという構閣である。その欝、結論を先取りしていえば、大日本体育協会によ

る 1938年8JI 9日開催の座談会(rオリンピック返上後の体協の方針J)や 1939年 llJl
19お隣催の鹿談会 u紀元二千六百年を迎えてJ)に注侵すると、そこに前景化してくるの
は、オリンピックというーイベントの領域を越えて、留民の f体力向上j を促進する力学

が立ち上がり作動し始めている様絡であり、本報告で主題とする東亜競技大会のみならず、

関じく 1940年の 10JI 16日から大阪市で 513間開催された興産主厚生大会をはじめ、全国
で多々行われた小さな運動会や武道大会などを加えると、この紀元二千六百年という平面

には直接・隣接に f体力向上jの祭典として並ぶイベントが相当数に及ぶことが判明する。

本報告では、このように東亜競技大会という一つの国際スポーツ競技大会を中心的に取

り上げ、この出来事の具体的内容とその出現に関与する重層的なカ学を探究することによ

り、戦時期日本におけるスポーツ・イベント、より特化していえば興亜厚生大会や留民厚生

運動も含めてそれらを貫くレクリェーションのカ学を浮かび上がらせ分節していくことを

課題とするものである(具体的なデータ・資料の提示は報告レジュメと補足資料参照)。

<紀先二千六百年の祭典一一中央諮問体等による大規模な泰祝イベント>

2月 J t議原神宮泰献鰻米継走 (2臼)、建国祭 (1113 .紀元節)

6月 L東麗競技大会、奉祝天覧武道大会(18~19 13)、銃後奉公祈番大会(19日)

7月 i 東亜教育大会 (8~12 13) 

8月 i櫨原神官奉納武道大会(訪日)
10 JI I 興亜厚生大会(16~20 日)、明治神宮国民体育大会 (27 日開会式)

1lJ1 I 海外関飽東京大会 (4~8 13 L紀元二千六百年式典・奉祝会(10"'1113) 

(出所)Ii紀元二千六百年祝典記録Jl(第十二滞〉、下線審告は f体カ向上jの祭典。
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